
　震災後すぐに、生後 4か月の子どもを連れて
家族で B県へ避難をしてきました。避難による
混乱と、慣れない土地での生活が続きましたが、
避難からしばらくして子どもの保育所への入所を
きっかけに移住を決断し、2年経つなかで、よう
やく日々の生活を取り戻しつつあります。
　Ｂ県は失業率も高く、地元の方々でも就職活動
に苦戦している中で、言葉や地域の壁などもあり
主人の就業は容易でなく、仕事が決まるまで苦労
の連続でしたが、現在は家族と共に歩む生活を支
えに、一歩一歩前を向いて歩んでいます。
　震災による被害、原発事故による様々な被害や

影響、不安、怖さを感じている中で、移住したこ
とにより解放された部分と、逆に新たに発生した
不安とが常に隣り合わせの生活を送っています。
　先のことを考えれば考えるほど、気持ちが詰
まってきてしまい、閉塞感を感じてしまいます。
今はまだ子どもが小さいので、先ずは日々の生活
を家族で過ごすことを最優先に考え、子どもが小
学校へ進学する
タイミングで、改
めて家族でゆっ
くりと考えたい
と思っています。

　原発が爆発したとき、私のお腹の中には、私た
ち夫婦にとって初めての子どもが宿っていまし
た。「豊かな環境で子どもを育みたい」そんな思
いで、自然豊かな場所に家を買い求めた直後でも
ありました。
　当時の福島には「危険」「安全」両方の意見が
ありましたが、私たち夫婦
は「万が一の場合を考えよ
う」と、私だけ A県に避難
することに決めました。
　避難当初は、放射線への
恐怖やストレスから解放さ

れたと、夫と離れての出産への不安や寂しさより、
安心できる環境で出産育児ができることへの喜び
が上回っていました。
　その後、避難先で無事に長男を出産し、そのま
ま 2年以上、避難先で過ごしました。
　しかし、子どもが成長するにつれ、週末だけし
か一家揃って過ごせない避難生活をいつまで続け
るのか、悩むようになりました。
　結果、福島の自宅ではなく、比較的除染が進ん
でいる地域に新たに家を借り、家族で生活するこ
とを選びました。放射線への不安は消えませんが、
我が家なりに悩んだ末での決断でした。

Aさん（40代　女性）
平成 23年夏　Ａ県へ母子避難
平成 26年冬　福島県に帰還

Bさん（30代　女性）
平成 23年春　B県へ一家避難
平成 24年春　B県に移住

帰還された方 ・移住された方のお声



　Ｄ県に移住をしようと決断したのは、放射能汚
染や放射線による被曝に対する不安からです。何
もないかもしれないし何かあるかもしれません
が、それを言い出したらキリがありません。放射
能汚染や放射線による被曝に関する講演会に行
き、いろいろな人の話をたくさん聞いたり、ネッ
トで調べたりしました。福島県に問合せもしまし
たが、自分にとって明確な答えは得られませんで
した。判断は難しかったのですが、いずれにせよ
不安を抱えて生きていくよりは思い切って動こ
う、と移住を決めました。
　移住して、子どもが気兼ねなく外で遊んでいる
姿を見て「良かったな」と思いますし、人生を本
気で見つめることができました。それでも最初は

「東電や国のせいでこんなことになって自分はな
んて不幸な人なんだろう」と思っていました。で
も、あるとき「なんで誰かのせいで自分が不幸に
ならなきゃいけないんだ。幸せの選択をするのは
自由だ。自分で幸せになるための選択を探してい
けばいいだけのことじゃないか」と思ったとき、
気が楽になりました。
　原発のこと以外に戦争で苦しんでいる人もい
ます。いろいろな苦しみや悲
しみがあり、どれだけ辛いか
はその人にしかわかりません。
どこにいても、自分の判断、
自分の選択を信じればいいの
だと思います。

　避難した当初、帰還するタイミングは、「天気
予報で放射線量の数値発表が無くなったら」と考
えていましたが、1年、2年と経過しても新聞や
ニュースに数値発表が続いたので、それを基準に
することはやめました。
　子どもたちの成長は早く、これ以上、かわいい盛
りの子どもたちとお父さんが離れて暮らすのは可哀
想だと思い、帰還を決めました。
　福島県や市の行政からは、帰
還の参考となるような私たちが
ほしい情報は全く得られず、相
談できる窓口もどこにあるのか

わかりませんでした。災害が起こる前に、ずっと
通っていた市内のカフェのママから地元の話を聞
いたりするしかありませんでした。
　原発事故が無ければ何事もなく変わらず住んで
いただろう場所に戻る事ができてよかったとは思
います。でも、せっかく長い期間避難していたの
に自宅の除染はまだ行われていなかったし、市内
の中では線量が低いために平成 27年以降になる
と言われました。
　避難先では当たり前だった「放射線が気になら
ない生活」から「放射線を気にしなければならな
い生活」に変わったことは、嫌だと感じます。

Dさん（40代　男性）
平成 23年夏　D県へ一時保養
平成 23年秋　D県に移住

Cさん（30代　女性）
平成 23年夏　C県へ母子避難
平成 23年春　福島県に帰還


